
※主な新規・拡充項目については、主なものであるため、事業費総額と合計が合わないことがあります。

令和3年度
要求額
（千円）

令和3年度
最終査定額
（千円）

令和3年度
要求額
（千円）

令和3年度
最終査定額
（千円）

査定内容 査定の詳細

基盤整備 34,660 27,410 積算を精査 単価の精査

気球試行設置検証 4,500 2,858 積算を精査 単価の精査

子ども気球搭乗体験 87,000 27,165 内容を精査 対象、規模等の精査

積立金 27,330 23,705 積算を精査 単価の精査

観光部 観光企画課 観光企画事業 89,526 79,526
21階展望ロビーリニューアル経
費 10,000 0 予算措置なし 事業内容の検討が必要 3

アフターコロナ誘客キャンペー
ン 53,000 0 予算措置なし 事業内容の検討が必要

空間音響MRによる環濠ミュー
ジアム体験 23,000 0 予算措置なし 事業内容の検討が必要

堺アーツカウンシルの運営 7,839 7,839 要求通り －

公募型補助金 18,000 18,000 要求通り －

文化部 世界遺産課
百舌鳥古墳群ビジターセン
ター管理運営等事業

22,015 20,941
百舌鳥古墳群ビジターセンター
管理運営 22,015 20,941 積算を精査 数量の精査 9

博物館 学芸課 博物館管理事業 221,847 201,650 堺市博物館等の在り方検討 20,000 0 予算措置なし 事業内容の検討が必要 11

文化部

観光推進課 観光魅力創造・発信事業 106,602 30,602

27,62527,625アーツカウンシル運営文化課

主な新規・拡充項目

ガス気球基盤整備等事業 153,490 81,138 1観光部 観光企画課

頁
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観光部

新規・拡充事業一覧

部名称 課名称 事業名称

事業費総額

主な新規・拡充項目



 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

基本計画
　施策番号

1-(1) 　 　 　

夏頃～　気球運行開始
以降、アンケート調査等によ
る検証、子ども気球搭乗体験
等

　R　～　R

埋蔵文化財調査、東屋移設等

合計 0 153,490

関連事業：

その他　特記事項

気球設置事業者募集 検証結果を踏まえた事業
実施

スケジュール（経過及び今後展開）

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 文化観光局・観光企画課

153,490

令和2年度予算額

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

0
事業名 ガス気球基盤整備等事業

基盤整備

積立金

事業

概要

民間活用により、大仙公園内にヘリウムガス気球を設置し、
100メートル以上の高さから百舌鳥古墳群を眺望できる取組
を試行的に実施する。
試行期間中に、気球設置による「来訪者の古墳群の価値及
び魅力の理解の促進への効果」「世界遺産の構成資産に対
する景観・環境面での影響」「周辺地域の住民等の生活に及
ぼす影響」等を検証する。

○気球設置のための基盤整備
○気球設置による周辺環境への影響等の検証
○子ども気球搭乗体験による古墳群の次世代への継承

100メートル以上の上空から百舌鳥古墳群や堺の街並みを眺
望いただき、堺の魅力を体感いただく。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

気球試行設置検証

子ども気球搭乗体験

世界遺産保全活用推進基金積立金

気球設置による影響等を検証

子どもの気球搭乗への支援87,000

34,660

4,500

27,330

1



ガス気球基盤整備等事業

民間活用により、大仙公園内にヘリウムガス気球を設置。100メートル以上の高さから百舌鳥古墳群や
堺の街並みを眺望できる取組を試行的に実施する。

古墳群を分かりやすく案内する「百舌鳥古墳群ビジターセンター」、学術的・専門的な解説を行う「博物館」
とあわせ、実際に上空から雄大さを体感。エリア一体で来訪者の記憶に残る体験を提供する。

気球設置のための基盤整備

子ども気球搭乗体験

気球試行設置検証

世界遺産保全活用推進基金積立

➢ 子どもたちに気球に搭乗する体験の機会を提供し、古墳群を次世代に継承

➢ 気球設置による「価値や魅力の理解への効果」「世界遺産への景観・環境面での影響」などを
検証するための調査・分析を実施

➢ 大仙公園内の設置予定地の埋蔵文化財調査、地盤の整地、進入防止柵などを整備

➢ ふるさと納税をはじめとする多様な手法で百舌鳥古墳群の保全・活用のための基金を積立て
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

基本計画
　施策番号

1-(3) 　 　 　

債務負担行為
要求額（千円）

その他

KIX泉州ツーリズムビューロー負担金

大阪観光局負担金

4,300

34,065

40,000

2,650

36,276

10,000

600

事業名 観光企画事業

観光振興施策企画立案のための基礎調査等

21階展望ロビーリニューアル経費

事業

概要

観光振興によるまちの賑わいづくりと地域経済の活性化を図
るため、「堺の歴史文化」を中心テーマにした施策事業を引き
続き展開するとともに、広域連携による集客促進や新たな課
題への対応を目的とした調査・検討を行う。

○観光振興施策企画立案のための基礎調査
〇KIX泉州ツーリズムビューロー及び大阪観光局と連携した
戦略的な観光誘客の推進
○21階展望ロビーのリニューアル

百舌鳥・古市古墳群の世界遺産登録を受け、歴史文化のま
ち堺を効果的に発信し、誘客を進めるうえで調査分析を行
う。また、観光客の長期滞在を図るうえで、21階展望ロビーを
リニューアルするなどのナイトコンテンツの充実を図る。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 文化観光局・観光企画課

89,526

令和2年度予算額

36,445

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

79,451

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

40,000

0

1,086

合計 79,451 89,526

関連事業：

その他　特記事項

・詳細な観光統計の実施
・観光戦略の策定
・広域連携等による国内外か
らの観光誘客促進

・詳細な観光統計の実施
・広域連携等による国内
外からの観光誘客促進

スケジュール（経過及び今後展開）

・詳細な観光統計の実施
・広域連携等による国内外から
の観光誘客促進
・21階展望ロビーのリニューアル

　R　～　R
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観光企画事業（新規・拡充）

令和３年度予算要求額：８９，５２６千円
新規・拡充項目

市役所21階展望ロビーリニューアル負担金：10,000千円（※）
※事業者募集のための必要最低限の改修工事

デザイン・設計・施工・運営に関する費用は事業者負担

新規

○観光による地域経済の活性化を図るためには、来訪者の長時間滞在の促進により、観光消費単価を
上げることが重要。

○新たな魅力を創出し、来訪動機を高めるため、世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」をはじめとした
堺市内の景色を一望できる堺市役所21階展望ロビーをリニューアルする。
○展望ロビー全体のデザイン設計をはじめ、フロア等改修や飲食コーナー運営について、一体的な民間
活力の導入を図る。

○ 21階展望ロビーの改装
【北側】
「現在の堺」をコンセプトに、夜景観賞などのナイトタイムエコノミーを推進する。また、フロアの装飾を
一新し、アルコール類を提供するなど、飲食コーナーの充実を図る。
【南側】
「歴史のまち堺」をコンセプトに百舌鳥古墳群や伝統産業など、堺周遊の拠点にリニューアルする。

●背景

●取組の方向性

●取組内容
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

基本計画
　施策番号

1-(3) 　 　 　

債務負担行為
要求額（千円）

観光誘客事業

空間音響MRによる環濠ミュージアム体験

大阪市・堺市周遊バスツアー

0

0

負担金

委託料・負担金等

委託料等

負担金3,000

53,000

23,000

3,000

24,602

事業名 観光魅力創造・発信事業

アフターコロナ誘客キャンペーン

フィルムコミッション事業

事業

概要

国内外からの更なる市内誘客及び周遊促進に向けて、堺の
観光魅力を市内外に発信するとともに、新たな観光魅力の創
出を図る。

〇アフターコロナ誘客キャンペーン
〇空間音響MRによる環濠ミュージアム体験
〇大阪市・堺市の観光スポットを周遊するバスツアー
〇フィルムコミッション事業やその他観光誘客事業

観光業界は、新型コロナウイルス感染症による深刻な影響を
受けている。令和3年度は、観光来訪者の回復に向け、本市
への来訪動機の向上を図るための予算やIT技術を活用した
新たな観光体験の開発のための予算を要求。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 文化観光局・観光推進課

106,602

令和2年度予算額

15,412

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

32,844

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

3,000

6,500

23,344

合計 32,844 106,602

関連事業：

その他　特記事項

市内の歴史文化資源や観光ス
ポットの魅力の創出及び発信を
行ってきた。

大阪万博等の機会を踏ま
えながら、観光魅力の創
出と発信を実施。

スケジュール（経過及び今後展開）

新型コロナウイルスの影響を踏まえな
がら、延期されている東京オリンピッ
ク・パラリンピック等の機会を捉えて更
なる観光魅力の創出と発信を行う。

　R　～　R

委託料等
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観光魅力創造・発信事業（新規・拡充）

令和３年度予算要求額：１０６，６０２千円

●アフターコロナ誘客キャンペーン
新型コロナウイルスの感染拡大により落ち込んだ観光来訪者の回復のため、民間事業者のノ
ウハウ・ネットワークを活用し、市内の歴史・文化資源、飲食施設、物販施設などを組み込ん
だ旅行商品の企画造成、広報、販売を行う。
※新型コロナウイルスの感染状況を踏まえつつ、感染拡大防止策をとりながら実施。

事業の目的

国内外からの更なる市内誘客及び周遊促進に向
けて、堺の観光魅力を積極的に発信するとともに、
新たな観光魅力の創出を図る。

主な新規事業

５３，０００千円

Ｒ３年度要求のポイント

観光業界は、新型コロナウイルス感染症による深刻な
影響を受けている。令和３年度は、観光来訪者の回復
に向け、本市への来訪動機の向上を図るための予算
やIT技術を活用した新たな観光体験の開発のための
予算を要求。

●空間音響MRによる環濠ミュージアム体験

特定の空間に映像と音響を固定しリアルとデジタルを融合させる技術である空間音響MR技術

を活用し、かつて黄金の日日と称えられた環濠都市の街並みや、千利休屋敷跡、与謝野晶子
生家跡などをデジタルで再現し、これらの歴史文化資源をリアルに体験しながら巡る新しい観
光体験を提供するためのデジタルコンテンツを開発する。

２３，０００千円
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

　施策番号
1-(4) 　 　 　

合計 1,874 27,625

関連事業：

その他　特記事項

「第2期堺文化芸術推進計画」の策定
堺アーツカウンシルの設立

堺アーツカウンシルの運営
公募型補助金制度の実施
計画に基づく事業等実施

1,874876

堺アーツカウンシルの運営
公募型補助金制度の実施
計画に基づく事業等実施

堺市文化芸術審議会運営費 委員報酬、旅費等

堺アーツカウンシル運営費
0

主な要求内容 （単位：千円）

18,000

謝礼金、事務経費等

1,874

事業

概要

　文化芸術の力を活用して、幅広い分野における社会的課題
の解決を実現するため、堺アーツカウンシルが様々な領域横
断的な活動を実施することで、自由で心豊かな市民生活の
実現及び都市魅力の創造に寄与する。

○堺アーツカウンシルの運営
　堺アーツカウンシルが文化活動を行う個人や団体など、多様な主体に対し
て支援を実施する。

○公募型補助金の創設
　文化芸術の力を活用して、社会的課題の解決に資するような事業に対して
補助金を交付する。

○堺市文化芸術審議会の運営
　「自由都市堺文化芸術まちづくり条例」第21条に基づき、「堺市文化芸術推
進計画」の目標の達成度、効果等について検証及び評価を行うとともに、計
画を推進するための事業を実施する。

　堺アーツカウンシルの設置により、高い専門性を確保し各
主体への活動支援を行うとともに、公募型補助金制度を創設
することで、文化芸術の力を活用した社会的課題の解決に資
する事業の支援を行う。

公募型補助金

　R　～　R

1,786

債務負担行為

0 7,839

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

一般助成、特別助成

令和3年度要求額

期間

項目 2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

令和元年度決算額

事業名 アーツカウンシル運営

： 文化観光局　文化課局・課名

事業費（千円）
令和2年度予算額

27,625

基本計画

7



 

アーツカウンシル運営（新規） 

令和３年度予算要求額 ２７，６２５千円 

本市では、文化・芸術の振興を図るため様々な取組を行っているが、近年、社会情勢の変化により、文化・芸術に求められ

るニーズが変化してきており、新たなニーズに対応するための組織として、令和３年１月に新たに「堺アーツカウンシル」を

設立する。 

 

  

【構成】

堺アーツカウンシル

プログラム・ディレクター
プログラム・オフィサー

堺市文化芸術審議会

【機能】

文化・芸術の力で 社会的課題の解決へ

文化芸術活動の支援

調査研究・情報発信公募型補助金の審査

文化芸術施策の推進

地域や市民団体からの相談に対する助言

●堺アーツカウンシルの運営（要求額：７，８３９千円） 

・堺アーツカウンシルとは、文化・芸術に携わる個人や団体が効果

的に活動をするために、専門知識を有する人材が支援を行うこと

で、文化・芸術の振興を図るとともに、文化・芸術を活用して、子

育て・教育・福祉といった様々な分野の社会的課題の解決をめざす

組織である。 

 

・「プログラム・ディレクター」や「プログラム・オフィサー」が中

心となって、市民・文化団体に対する助言・相談や地域との連携等

の実務を担い、「堺市文化芸術審議会」では、公募型補助金の対象と

なる事業の決定に関して、公平・中立な審査を行う。 

 

●公募型補助金（要求額：１８，０００千円） 

文化・芸術活動を行う個人や団体を支援する補助金 

主な予算要求内容 
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：世界遺産保存活用事業
旧大阪女子大学跡地活用事業
来訪者対策事業
百舌鳥古墳群等管理事業

債務負担行為
要求額（千円）

ビジターセンター施設管理

コロナ対応備品

0

0

消毒用エタノール・非接触型体温計

施設維持管理費用

顔認証体温検知端末990

12,078

8,863

84

事業名 百舌鳥古墳群ビジターセンター管理運営等事業

ビジターセンター運営

コロナ対応消耗品

事業

概要

市民・来訪者の方に世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」の価値
や魅力を伝え、保全意識を醸成するとともに、古墳群を堺の
魅力として広く国内外に情報発信することを目的とする。

世界遺産の構成資産である仁徳天皇陵古墳をはじめ、百舌
鳥古墳群への来訪者に、古墳群の価値や魅力を伝達する
ゲートウェイ機能を果たすとともに、大仙公園エリアはもとよ
り、環濠エリアへの周遊を促進するための拠点となる施設で
ある「百舌鳥古墳群ビジターセンター」の管理運営等を行う。

百舌鳥古墳群ビジターセンターの管理及び運営に係る費用
を要求する。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

0

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

0

36,000

： 文化観光局　世界遺産課

22,015

令和2年度予算額

0

0

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

合計 0 22,015

その他　特記事項

令和元年8月に（仮称）百舌鳥古墳群ガイダ
ンス施設の計画を中止。その後、既存施設
を活用してガイダンス機能を整備するため、
改修工事及び展示製作設置等業務に着手
した。百舌鳥古墳群ビジターセンターとして
令和3年3月にオープン。

ビジターセンターの管理及
び運営を実施。

スケジュール（経過及び今後展開）

ビジターセンターの管理及び
運営を実施。

　R4　～　R6

ビジターセンター管理運営業務・選定委員会報酬

基本計画
　施策番号

1-(1) 　 　 　
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百舌鳥古墳群ビジターセンター（令和３年３月オープン予定）の管理運営

大仙公園エリアを来訪するすべての方のゲートウェイとなり、百舌鳥古墳群の魅力を体感できる
百舌鳥古墳群ビジターセンターの管理運営を行う

休憩コーナー

古墳群に関する展示

デジタルコンテンツ

物販

観光案内所

完成イメージ

機能

古墳群に関する展示、観光案内所、デジタルコンテンツ、物販、休憩コーナー

所在地

大仙公園内（仁徳天皇陵古墳 南側） 堺市堺区百舌鳥夕雲町2丁167番地1

内観イメージ（観光案内所） 内観イメージ（展示・休憩コーナー）

拝所

博物館
百舌鳥駅

百舌鳥古墳群ビジターセンター

令和３年度予算要求額 ２２，０１５千円
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業： 展示事業
資料収集保存事業
普及広報事業

債務負担行為
要求額（千円）

堺市博物館等の在り方検討

建物管理運営経費

工事関連経費

28,414

70,104

委託料等

委託料等

運営・維持管理業務等

老朽化施設更新工事等13,600

28,414

78,927

40,470

20,000

事業名 博物館管理事業

光熱水費

みはら歴史博物館指定管理

事業

概要

 　当該事業は博物館の施設及び設備の維持・管理を行うことによ
り、来館者のサービスの向上及び誘客促進に寄与する。
　また、令和2年度より指定管理者制度に移行したみはら歴史博物
館（MC)の管理、監督等を通して、同館における効率的かつ柔軟な
サービスの提供に努める。
　さらに、老朽化が顕著な堺市博物館をはじめ既存施設の保存及
び活用の方策を検討した上で、堺の歴史文化の発信や市民の郷土
愛の醸成に資する施設としての今後の在り方や方向性を示す。

１　堺市博物館の施設・設備の維持管理
　法定点検の実施、技術的保守点検、建物管理、建物・設備の改修
工事等
２　みはら歴史博物館（MC)の管理・監督
　　指定管理者の指導監督、施設・設備の改修等
３　堺市博物館等の在り方検討
　　堺市博物館等の現状の課題に対応するため、他都市の事例調
査、有識者や専門家への意見聴取等を通じ、既存施設の保存及び
活用の方策を検討する。その上で、堺が誇る歴史文化の魅力や価
値の発信強化に寄与し、さらには、より効果的・効率的な管理運営
に資する今後の博物館等の在り方について検討を重ねる。

　みはら歴史博物館の指定管理料のほか、堺市博物館等の既存施
設の在り方検討に要する経費を新たに計上した。
　また、事務事業の見直しにより、みはら歴史博物館管理運営事
業、堺市茶室活性化事業、さかい利晶の杜学芸系事業の管理的経
費（会計年度任用職員に係る報酬等）を本事業に統合した。

その他

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 文化観光局・学芸課

221,847

令和2年度予算額

113,121

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

133,412

合計 133,412 221,847

国際機関との連携事業

その他　特記事項

施設の管理運営業務
老朽化施設・設備の更新

施設の管理運営業務
老朽化施設・設備の更新
MCの指定管理業務

スケジュール（経過及び今後展開）

電気、ガス、水道

40,436 人件費・積立金等

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

世界遺産登録記念展示事業

施設の管理運営業務
老朽化施設・設備の更新
MCの指定管理業務
堺市博物館等の在り方検討

　R　～　R

23,294

11,600

0

0

基本計画
　施策番号

1-(1) 　 　 　
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博物館管理事業（新規・拡充）
令和３年度予算要求額：221,847千円

新規・拡充項目

堺市博物館等の在り方検討：20,000千円新規

堺市博物館（S55年開館）の施設や

設備の老朽化が顕著であり、更新
や建替えが急務となっている。企
画展示室が無く、講座講習事業が
可能なホールが狭隘である。

堺市博物館や堺アルフォンス・ミュシャ館等の現状の課題に対応するため、他都市の事例調査をはじめ、有識者

や専門家への意見聴取等を通じ、既存施設の保存及び活用の方策を検討する。その上で、世界遺産「百舌鳥古
墳群」等、堺が誇る歴史文化の魅力や価値の発信強化に寄与し、さらには、より効果的・効率的な管理運営に資
する今後の博物館等の在り方について検討を重ねる。

●現状と課題

●業務内容

●事業効果

堺アルフォンス・ミュシャ館の展示

に係る環境及び機能が不十分で
ある。さらに集客性の面で現状の
立地が芳しくない。

国内外からの来訪者に対し、世界
遺産である百舌鳥古墳群の歴史
的価値や魅力を紹介する機能の
充実が必要である。

堺の新たな都市魅力の創出

誘客促進と交流人口の拡大 市民の郷土愛の醸成
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